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参 撫 者 の 管 ぎ 量 ヘ

大会会長 地 覇   洋
(尾崎蒲f園を生かす指導法研究会会長 )

本田l・■、第 27圏全国バズ学習研究大会にご参加くださぃましてぁりがとうござぃます。
バズ学習研究会の全国大会を、尾崎市で開くことができますことをとでもうれしく光栄

に思います。大会を開く:ご 当たりましては、兵庫県と竃鋳市磯両方の教育委員会からのご
後援をいただき、会員―同に大きな励みとなりました。ありがとうござぃました。教育委
員会のご後援の名を汚さないように、「尾崎市彊を壺かす機導議研究会」の会員一同が、
大会成功に向けて一九となって誠壕誠意お世話させてぃたがきます礫で、よろしくお願い
いたします。

ところで、なぜ「尾崎市個を生かす指導法研究会」力澄 国バズ学習研究大会を主催して
いる路かと疑間に感じてぃ4方がおられるのではなぃかと思ぃます。尾崎市では、小・申
学校舎有志教員が集まって、平成元年 8月に F燿を生かす指導法の研究ならびに実議を褒
進し、会員櫂互の連携協力を図ること」を目的として「尾崎市鰹を生かす指導法研究会』
を発達させました。通の会は、との目的を達成するため、「バズ的手法Jを生かして 醤
集圏だおける人間関係を高める ②自己表現力を高轟る ③学奮方法を習得させる ④基
礎・基本の定着を図る研究を行うこととして慧、ます。つまり、バズ学習の学習指導方法を
積極的な取り入れて、新しい学蒔観に沿った学力を身にっけさぜる目的でつくった尼崎市
内鍛研究団体です。したがって、本家藉全国バズ学習研究会とは、絶えず連携を保ちなが
金描罐詳援動をしていただぃております。
しかし、相互に連携を保ってぃるとは言いましても、燿崎市で・全国大会を開いて欲し¥ヽ、

という依頼を受けたときは、正直言って、わたしたちは輻 しました。と言いますのは、
バズ学習研究は取り織んで置力越彗畿く、全国レベル鋤大会を開く種の理論も実践も、まだ持
つてしヽないからですこしかし、い場ぃると検討をする中で、尾崎で奪開催を承諾しました。
それは、次の霊つ轟考えからでした。

1つ圏‡ま、長い歴史をもってぃますバズ学習研究会ら、学校ぐるみで取り組んでいる所
が少なくなつて、25・ 26爾大会ともに曇轟緩業のなぃ実験研究発表会しか開くことができ
ま彗んでした。研究会の経動を濾発にす感を轟》こは、学警指導理論の研究大会が具体的な
量闘授業をとおして論じ与れ轟通とが必要であると思っています鬱

2つめには、非常:こ荒っぱ与、考えではぁりますが、全国の実践家を尾崎にお招きし、そ
磯豊富な実議を発表していただぃて、そ命成果を身近に鞭 てぃただくことによって、
尾崎のバズ学習研究興隆勢起爆躍:こ したい、としヽう通とでした。
そこで、今大会をり|き受け4は当なって、午麟中は尾崎鋳 F置を生かす指導法研究会J

が、公開援業と分科会を董鮭分鐘し、午後は全図バズ学習研究会が中心となって、全国会
員をごよるパズ学習の普及と実議交流織場としてし、ただくとぃう方針を立てました。



公開援業 :こ つきましては、学校ぐるみの取り組みが望ましいのですが、全国大会とぃう
名に歴擁されて実現できませんでした。しかし、学校を会場にできたことと、中学校で:よ、
学年の支持に近い形で公開授業ができたことは、大きな収穫でした。ただ、尾崎で確バズ
学習研究0取り組みの日が浅いために、一般飾な小集圏学習に比べてのパズ学管の機位性
を実証すること、また、 1時間単位のノ

｀
電ズ学習から単元単位のバズ学習への必然性と有効

性を現与かにすること海ゞできませんでした。今回は、グループ内の討議を通して、一人一
人の子どうが意歓づ l・fられ、相互に高め合い、結果として理解を深め合っている姿をご覧
ください。

分科会織撻案は、短い期間での個人的な実減ですが、提案者がバズ学習を導入してそ勢
有効性菱発見して自信を深め、学級経営や教科指導に更に意欲を燃ゃしつつある報舗 闘
いてくださぃ。わたしたち:ま、参会者の普さんの豊富を実麟に嚢打ちされたご勘言を診ヽた
だきたい造騒っています。 t

午後の実践研究発表講座では、個人的にはもちろんのこ駿ですが、学校や地域の中で協
同して積あ上げて来られた発表が期待できそうです。毎年、1人鋤機 時間壽ゞ短くて、発
表だけで討議と交流の時間がないということを耳にしますので、今年は、 1講座 i発表と
しました。討議の時間を十分にとりましたので、お互いの実践の交流が深められるも機と
期待しています。

基礎講座l・■、岩圏先生の豊富な実践に基ずくバズ学習入F琶の講議です。具・fr鋳でゎかり
やすい話ですので、聞かれた人はすぐ明日から実餞してみたくなることでしょう。
応用講座は、アメリカで最近注目されている機同学習が、バブ学習の考え育と醸似して

いるので、両者の比較研究論について講話していただきます。30分種》ま、賞疑応答に当
てたいと思いますので、活発に質問してください。英語で礫質問は、大歓避される還とで
しょう。

研究大会め最後は、愛知県全域の現場の先生と爾常的に実朧交流を暮れ、ご子患罐 っ
ておられる小学校のPTA会長もしておられ轟、中京大学の杉江修捨先生の言こ念講演で締
めくくっていただきます。「新しい学力観と機 習Jと ぃうテーマで、約 1時間お議を
していただきます。今目的な課題に、わかりやすく、具体的にこたえてし、ただけるものと
大いに期待しています.

平成4年 2月 10日の全国バズ学習研究会役員会で、第27回大会が尾崎市で開かれる
こと力ゞ決って丸 1年間、わたしたちなりに精一杯準備してきました。準爆不足、不手際、
不行届きなことが多々あったことと思いますがご容赦ください。たしかに準・fKは気警労働
多いことでしたが、全国大会を尼崎で開催できたことによって、こ鍮種の研究大会に参加
したことのなかった尼崎市近辺の方が、この参加を契機に、バズ学習の還とに興義を持っ
てくださって、研究の輸が広がってくれたならば、とで鶴瞳しい限りです。
最後:事なりましたが、寒さ厳しい中をおいでいただきましたご参会母讐きま、及び、今

大会運導職種に当たりまして、講師・勤言 0笑難購瞥表・授業 ,司会汁認鐘を務めてくださっ
た関係の先鐘方、運営織面でいろいると支えてくださぃました春囲井市ぬバズ学習研究費
事務局の管さま方に対しまして、碁からi享 くお礼寧し上げます。おりがとうございました。

(1)
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谷 甕  寛 二

重腫輸市立上坂部小学校)

1彗 授業者の意図がおから指導案づくり

学習指導業に|ま,作成著醸授業に対する考えや指導方法などが凝縮されています。そ

こには,作成者の教育鐵や指導観も伺えます。これから展開される授業について具体崎

に説明しているのですから,指導案は,作成者の授業のシナリオと言えるものです。し

たがって:議でもその指導案をもとに授業をすれば,指導案の意図する授業に近いもの

んヾyで きるはずです。授業がうまくいかない場合は,指導案を書いた人の実力不足

〈教材研究の不足,子どもの見方の甘さ,授業の構成力の群さ)か,授業者の授業技術

の機さとしヽう通とになります。言い換えれば指導案の出来不出来は,作成者の実力を表

しているこしヽ嗜ても過言ではありません。

2.共同研究におiす る指導案の統一

共同研究の場合,ある一定の理論に沿って授業が進あられるのですから,学習指導案

の形式と内容の統一は不可欠です。

本会は,研究テーマに「個を生かす学習Jと 「バズ学習Jを提げておりますので,指

導案にままぐ鐵ことが読拳取れなければなりません。ですから,授業では,

OF煽を生かす」とはこの授業ではどんなことをさし,どうやって育てようとしてい

る翁か,の記述がしヽります。また,

②授業のど⑫場で,どのようなバズ学習をしている翁かがわかることも大切です。

9学習指導法0研究でもありますから, 1時間の学習指導課程についても考えておく

必要があります。さらに授業の背景には,指導観の根底となる

0学習指導要領罐 貯である 自ら学ぶ 。能力の育成・基礎・基本の徹底・個性を育

てる,などのつながりも考えておかなければなりません。

3。 本会鑢指導案の形式について鍛提案

これらのうち,①濾理論づけで明らかにしておけば,授業の結果として子どもが育っ

てしく も鋳と思ってひます。しかし,O②Oは,授業で藪:こ 見えるだけに,会として授

業で‡ま足並をそろえておきた建ヽと考えます。そこでこれら要件をふまえて,本会の学習

指導案翁モデルを提案しヽたします。一鑽飾な指導業の形成をふまえながら本会のテーマ

‡こ添うと,どんな感とが本会颯撥暮案0要件鍾なほかなまとめてみました。



第○学年 ●○科学詈指導案

平成 年 月 か 轟闘

●崚時 0年の経

指導者 の O O O
le単 元 夢000・ ・・・・・O」

単元・題甕・教材。題賛など,教科や指鐸内容にふきわしもヽものを使う機単覚で10

時間顔上も必要な場合:ま小単元 (3～ 8轄聞》を使つほうがよしヽ③

2.単元設定の理由 (趣旨でもよしヽ〕

教材の場合は教材選択の理由 (趣旨)な ど参ように合わせる。書く内容は,

①児童 (生徒)観一この教材 (単元)を学ぶ蠅董 ≪生後)鍛実態を書く。こんなことに

関心がある。こんな能力があり判断の饉向|ま こうだとし〕ったことを,学習意歌や態度 `

にふれて具体的に書くc

②教材観一扱う教材内容についてその価値づけをする。特に,児童 (隼確)にどんな向

容を学ぱせるどのような意欲や意欲 。知識や理解 螢能力がつくかを書く。

◇指導観―この教材を児童 (生徒)Ⅱ どのように取り組んませて学習させる鍮か児童

(生徒)の意欲や態度をどうやって育てていくのかを希望鋒に書く。      .

OO②が入れ代わってもよしヽ。

〇これらの①②③の中に, これまでのハズ学習の取り組みで子どもがどのように育って

おり, この教材や授業で:ま, どのような場面でどのようなバス手法によって児童 (生

徒)を生かし,学ぱせてしく かを記述する。

33目標

◎その単元 〈教材)で学習する内容を基本的な事項に絞り簡潔に書く。理解する,

できる,わかる, ≧じヽった文末になるう。

②その学習で身につける学習方法 。能力 ≪バズ学習にもふれる)な どによる能力のを書

く。

○計画が数時間以上になる場合は,9が複数をこなるう。甕標‡まあまり歎張らなむヽこと,

―-4鑽鑢にならなしヽことが大切であ為Φ

(3)



4.指導計画 (○◎時間)

単元 (教材)を何時間でどう進あてしく かその予定を示す。数時間以上だと,

第 1次 00～～ ～～～○○。 ・ 。。(D時間)

第 2次 0の～～    ～九～OO。 .鬱 eて◎時間)

のようにする。計画の時間数が少ないとき (宏 ～ 4時間)は , 1時間毎の学習内容を

を書く とよい。

5.本時⑫学習 礫 ○次・第○時) ・・本時の位置づけ

1～ 4ま では全体的なことを書くので,できれば公開する授業については次のよう

な項目で詳しく書くと親切であるo

(1)目標

どんな内容を,どのようにする (方法)と どんなこと≪意欲。態度・能力)が身に

っくかを齢 的に書くとよひo

(2)構想

指導過程でもわか待が,その授業を仕組むにあたっての指導者の考えや工夫,見所

を書くとよい。特に,どの学習逼程でバズ学習警仕組んでいるが, この中で個に応じ

てしヽることや,児童 (生徒》たちがバズを通して学習翁仕方に気づく・自分の考えを

持つ。他にヒントを貰う。表轟 (表現卜するなど翁側が生きているようすを記述した

もヽ。また,教師場 を進めはための配慮。数 でなどをけれるのもよい。

「個を生かす指導」としヽう言葉に対応す儀学習指導方法として,問題解決的な学習

指導方法がはどうだろうoそれは,見董 (生徒》自らが問題を見つけ解決していこう

とする流れの中で,バズ学管の基然性が短 なると考えるからである。

(応 )逸軽 C学習の流れ,授業過程,指導過程,学習過緩など)

: 子どもが学習する内容と学習のし

|かたを具体鑢に書く

の 左の事項につひてどんなことを,ど

:のようにき澄るのか。それはどんな意

i味デ持つ峨かを書く 一一一一一一一一一

指 導 上 の 留 意 点
児童 (生後)の 溝 難

通こ:こ |ま



A.児童 (生徒)母活動 〔学習内容,学

習展開など)と児童 (生徒≫の学習す

る内容と活動を言葉で書く

(議点をしヽれていないの事,生徒の

反応に応えるためである。)

1.前時の・・・・を出し合い,本時の

B,指導上鍛留意点 (指導の要領,裁師鍮

留意点など)

指導者がどのように授業をすすある機

か,その意図はなにか,どんな配慮がい

るなどを善く。

○前時D。 ・を。・する通とでF本時のあ

あて・・・なつかませるム
ロ

し
　
・

話
　
・

を
　
。

グループことに・・

わせ e争 鰺参。で 。

につもヽで講じ舎

-4~る

程働 1.2。 3.41ま問題解決 (課 解決≫的な発想で授業遇緩を秀けで砕る。

問題解決学習は

1。 その時間の問題 (課題, 目標)をつかむ段階

子ともの興味をひきながら,その時間の学理す

儀内容のついてのめどをつξナる。

2.進求への予想や解決の見通 しをつける段階

学習翁方法や考えの筋道について予想や見通し

を立てる。

3.追求 〔解決)の段階

資料を見たり,調べたり,作業や実験7講し

合もヽなどあらゆる方法を駆使して選求する。

4e鮮決 〔鐘慈F発展)発展させる最購

○過継母ど通かでバズ学習善

仕組な。 2か計, 1鼈 分ぐ

らしヽ:ま母短りしゝ

〇バズ学習の必然性鍮あるよ

うな学習鍮流れを仕組む

豪 のような白容がられば,ま ず指導案と機でや要件を満たこでも私ほと言え卜でしよう。

指導案攣,轟ま響詳しく書き過ぎてき,ま たまなくても指導者や意図が低わりま講んф緩

業を参議しながわ読み群れるくらいがいいと思琲ています。           ィ4♪

児童 〔生機)の 活 動 指 導 上 仰 留 意 点

どんな結論や結果が得 られたか,次翁時間翁

方肉や家庭学膏,課題などが参くられる争



第 1学年 竃窯蓬爽髪鍮菫鑢 (1)鍮 鐸撃警置

平成 5年 2月 10日 (水 )

指導者 西 村 久美子

(尾崎市立 潮小学校)

1.題 材  1年生のすてきなおもいではっぴょうかいをしよう

2.題材につしヽて

(1)学級磯実態

本学級は,男子 17名,女子 13堪,計 30基からなる単学級である。入学時より

意図的に,金校生と親しく交わる機会響 く設けてきた。そ齢ためPどの児童もあま

り物おじすることなく,元気いっぱいでのびのびと学校生活を送っているように感 じ

られ壕。

学級の中で, どの子どももよく発表するようにさせるだめに,学級活動 :ま もちるん

朝磯会や終わりの会警教科では特 :こ生活科の学習善通して, 自分の考えをみんなの前

で発表させることを多く取り入れてきた。 しかし,子どもたちl-8,「言いたい」 「鷲

しヽてほしい」という気持ちの方が強く,問 く態度が十分できてしヽなしヽ。特に男子には

そ仰領曲が見られた。モの後,葉の友だちの話を聞いてから発言させるバズ学習の動

‐―
m―で,学級全体のことを考えた発言や行動が見られるようになぅてきた。発言ができ

なかった数人の女鉾子もメ班での話し合しヽを重ねることによって,全体の場でも少 し

ず聯物が言えるようになっできている。

係活動や集会活動などで l‐3, 自分翁役割を考え,自主鑢に取り組む児童が遮、えてき

てい4。 本学級撥児童は,全体鑢に意数があり活発である。その反面テ集中して人の

話を聞くこと,深 く考える過とが音手であT命で,本時議す 「おもいで |ま っぴょうか

もヽ」とひう具体鋳で行動につなが等話し合しれをさせたいと考えている。

(2)題材設定の理由

3学期に入り, 1年生が終わりに近づじれた今F子どもたちは, 1年生の思LL轟 とと

もに, 盆年生になる喜びと期待に拘をふくらませてもヽる頃である。この時期に,生活

科単元 Fも うすぐ麓年生」と礫関連をままかつながらF l年間錢楽しれ悪い出や成長鍮

あとをふり返り,ま とめる活動を通して, 2年生への準備難問としたいcそ して, 2

年生にな為までの残りの源力をFど鍮よ争に進ご崚ぱ等ヽい器か,児童ひとりひとつ:こ

自党を持たせ,実践活動へと等秒でやりたもヽと考えてしヽる。

2学覇 :ま夕学級覇標 夢みんなでつくるら,た鍮じひ通ともヽっぱいのクラス」をかか

ば,活動として
ぶ
ながよし かまばり ど為ぐり醸本"にどんぐりの実をいっぱしヽつ

けようと呼がかけた。そらで, どんぐ
1り

峨実が群っばしヽなったので,「 どんぐりしヽ準



ぜいばんざじヽ会J(2学 期終わりのお楽 しみ会)を実施した。その取り組みでは,班
活動に中心をおいて,子どもたちの手で楽しじヽ会にすることができた。それらの経験
をもとに,本題材についても,子どもたちは自主鈎 。意欲的に話し合もヽ,実践をして
いくだろうと考えている。

3.目 標

01年間の学校生活の中で,自分の成長に気づき, 2年生になる喜びわかがまえを持
てD。

O学級のなかまと協力し,助け合っておもひではっぴょうかいを計画し,楽 しい会を
つくりあげる。

4.指導計画

(1)生活科との関連

学級活動は,各教科と密接な関係を持ち,教科で培われた力を基礎として活動が活

性化される。特 :こ,低学年の生活科は,子どもたちに身近な社会や自然との問わりに

関心を持たせ, 自分の生活に必要な習慣や技能を身にっけさせることをれらぃとして
いるだけに,学級活動との結びつきが深いとしヽえる。そこで生活科との関連を図うな

がらの指導を重視し,生活科単元「もうすぐ2年生Jと学級活動題材「2年生になか

っでJの指導を,相互に関連させて計画しているф

総指導計画

生活科「もうすぐ2年生J 学級活動 F2年生になかってJ

第一致 FどんなことがあったかなあJ

第二次「できるようになったこと」

第二次「れたしの本をつくろう」

第囲次「二年生になる

おしヽおいのかもヽゴ

第五次「一年生をむかえるじゅんがビ

0「 1年生のすてきなおも掛で

はっぴょうかしゝをしようJ(本時)

O集会活動

「1年生命すできな

おもいで|ま っぴょうかい」

OF二年生にむかって」

Cil F l年生 がんばり

ばんざいがいをしょぅJ

舎集会溝難

F一年生がんばり ばんざいがい』

≪轟≫



5.本時の活動

(1)題結 1年生翁すてきなおもいではっぴょうかしヽをしよう

(2)藪 標

○一年生で楽しかったこと,できるようになったことの思秒でから,何をどんな方法

で発表するか,理で話し合う。

O楽しい会にするための五夫や,係の仕事を考える。

(3)本時まで鍛学級会活動機経過

☆露月4翻 (本)。 ・計画委員会 (議長団翁役割分担,話し合いの進め方を確認)

・議し合いの司会 。進行は教師が中心となって行うが,開会,

指名,閉金など部分的にできるところは,児童にまかせる。

。議長団は,男女混合の 4人グループで,輸番である。

☆ 2月 5獨 (金)。 ・学級全員に,議題・話し合しヽの進あ方を知らせる。

・学級会ノートに各自の考え方を記させる。

☆ 2月 9

☆盆月 9

☆ 2月 量

(4}役割

幅)活動過程

理
ト

ゴ

＞

雛

シ

　

Ｄ

水

教

土

　

火

Ｉ

く

鍾

　

く

圏

会

閑
　
　
圏

Ｑ

司

資料づくり,学毅会ノー トの薫換をする.

(本時)

児童 之名),記録 犠酵頸・プー ト)児童 2名

指 導 上 鰺 留 意 点

○当番に当たって与ゝる児童の司会で始め

る

○みんなでつくった「おもちゃのちゃち

ゃちゃJの替え歌を歌う。

1.学級会を始めましょう
ち

eは じめのごきば

②学級の歌「1年ちゃちゃちゃ』を

うたう

③議題を確かめる

1年生のすてきなおもいで

はっぴょうかいをしよう

児 童 の 活 動



2.I題と話し合もゝの進め方をこつもゝで

先生器轟を聞く

○ 量年間の思いてを,襲でまと総九

もの警発表する

○発表のし方,会のくふう,係など

をき鵡ることを知らせる

3を 譲題につしヽて講し合いを進める

○どんな通とをするのか,班ででき

そうなことを考える

。げき

。か」卜し:ゴ じヽ

eベープサート

・楽器のえんそう

○楽しい会にするに:ま, どんなこと

をしたらよいか話し合う

・みんなでできるゲームもする

。学級の歌を歌う

。かざりつけをしよう

○どんな係があればよいか考える

・司会

。あいさつ

・プログラム

・かざりつiナ

4。 今回の議し合しヽで決まったことを

まとめ,次の会について話し合う

・記録係がまとめる

・司会き終わり0こ とば

斑

　

　

　

　

　

　

　

　

　

全

○ 豊年生亀終わりξこ近づbゝた今, 1年間

の悪じ電晶,成愛のおしらなの中から,

最で発表することをまとめることを知

らせ儀。

③発表会の出し物:会のくふう:係など

がじヽることを知らせる。

Oみんなができそうなことを出させる。

自分たちの班でしたいもの 。できそう

なものを考えさせる。

○会を盛り上げるた4に したらよいこと

を考えさせる。あまりこだわらず,次
の係につなぐ。

○会をするるための係について,議し合

わせる。だれがどんな係をするかなど

はl次の時間に講じ合って決める。

○もヽつも黒板書記がまとめて発表してい

る。教師がが今獄の会の進め方につい

て感想を話す。

≪6)



第 3学年 国 議鮮季斗ギ華習 指 鐸繋鋼議

平成 5年 2月 10日 (水)

指導者  岸 本 富士子

(尼崎市立園和北/1■学校)

1.題材  「ソメロとオニ」 (「新版国語」三年下教育出販)

2.題材について

斎藤隆介作,滝平二郎絵と言えば,その歯切れのよい文体と, きりっとした線の切り

絵とが見事にマッチして,私たちを独自の世界へいざなう多くの作品がある。「べ曹轟

しチョンマ」「八郎」「モチモチの本Jな ど1ま,主人公の優しさからほとばしり出た姿

や行動が見られ,作品を通して「自己犠牲の美」が描かれている。

ところが, この「ソメコとオニ」lま,他の多くの作品とは異なり,遊び好きの 5才の

プメコを主人公にした物語で,底抜けに明るく無邪気な女の子の言動が,鬼のたくらみ

を打ち砕くという話である。「避ぶことは生きることJという子どもの典型ともいえる

5才のソメコと,そのソメ〒に振り回されるオニがくりひろげるこの物語は,明るくユ

下モラスな作品である。

この物語に登場するオニは,およそ鬼らしくないオニである。オニにさらわれてしま

ったソメコを案ずる読み手に,オニは次第に人柄を現してくる。物語の前半で,オニは

ソメロをさらっておきながら,結末ではおとうにプメロの弓lき取りを求めるというどん

でん返しの構成は,子どもたちに物語のおもしろさを十分に満喫させるものである。

本学級の子どもたちは, 2学期の「おにたのぼうし」で,おにの子ではあるがおにた

のかぎりない優しさと,人間の持つ鬼への偏見に対するおにたの深い悲しみを学習 して

きた。「優しい鬼もひるJという認識は,子どもたちにとつてまだ鮮明である。

「リメロとオニJに登場するオニは,お にたとは全く異なる性格ではある。子どもた

ち|ま, ここでまた新しい鬼に出会うことによつて,意欲的にこの学習に取り組んでいく

であろう。この作品では,始めから終わりまで一貫して変わらない天衣無縫な 5才のソ

メコに振り回されて人柄が変わつてしく オニ鍛心構を読み取らせたいo

学級の子どもたちは,読み開かせが好きであり,読書の好きな子どもが多い。書 くこ

とについでは,読書の次に好きで,感想文や書き轟しなどはよく書く方である。と二ろ

が,議すこと,議し合うことには,苦手意識を持ヂなひろ子どもが多く,せつかく持っ

ている自分翁考えや意見警7学級全体の中に十分に饉していないと感じる。



議す力,議し合う力をつけるためには,ま ず,ひ とりひとりに自分鍮考えゃ意見を持

たせなければならない。そのために,ひとつ学習の段階で, F書き鋳し」をさせること

によって自分の考えを書き明確にさせる。次に,個人鍛考えを学級全体の中に拡げてい

くのであるが, これがたやすくできない。そこでノ話すことに慣れるように,朝の会・

終わりの会で「一言スピーチ」をする時間をつくった。また学級会や授業の中に,グル

ープの相談を取り入れて,話すことと話し合う学習を進めてきた。はじめほとまどって

いた子どもたちも,今ではほとんどの子どもがグループ相談が好きになっている。その

理由としては,ひ とりではわかりにくい問題も,友だちといっしょに話し合うとわかっ

てくること,そ して何よりもみんなで相談すれば楽しいということである。

「ソメロとオニ」は,ひとりひとりの自由な読みの上に, グループ相談を取り入れな

がら,作品のおもしろさを十分に味わわせたしヽと思ってひる。  1

3.目 標

○登場人物のつながりを考え,相手がどうしてたとき何をしたりんヽ 場面ごとに読み取

る。

○会議文から人物の行為や心情を提え,その人物の性格を考える。

○人物の言動について, 自分の考えを持つと共に,友だちの考えも取り入れて考えを深

める。

○会議文を中心に情況・心情が表れるように音読する。

4.指導計画 (9時間)

第 1次 全文を読み学習計画をたてる・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3時間

第 1時 読み聞かせ, 二次感想を書く

第 2時  1次感想をもとに学習課題をつくる

第 3時 新出漢字と難語句を調べる

第 2次 場面ごとにくわしく読み取る・ 。・・・ 。00。 ・・・・・ 二..。 4時間

第 1時 ソメコとまわりの大人たち

第 2時 ソメコと知らないおじさん

第 3時 オニにさらわれたソメ菫

第 4時 オニがとどけた手紙 (本時)

第二次 学習後の感額を持つ 。・・ 。・・ 0000・ 000。 000・ 00肇 2時間

第 1時 感想文を書く

第 2時 文章の内容が表されるように音議すに

≪7)



5.本時の学習 (第 露次・第 4時 )

(1)目 標

ソメコの遊び相手をさせられて,困 り切っているオニからとどいた手紙を読んだ

おとう翁気持ちにつしヽて考える。

(2)構想

子どもたち|ま, 1次感想をもとに,課題づくりをしている。こ鍛課題を全体的な

「めやす」として,各場面ごとに読み深めていく。本時は, この物語器向場であるの

で, ここでこの物語のおもしろさを読み取らせたい。つまり,岩屋で起きたソメコと

オニの立場仰逆転と,手紙の「金のたわら1俵」の意味の逆転に気づかせたい。そし

て, ここに出てくるオニの人柄の変イヒを,読み取らせたい。

学習過程の3,手紙を読んだおとうの気持ちについて考えるところに,グループ相

談を入れている。ひとりひとりが自分の考えを持った上で, グループで話し合 う。そ

れを,全体の中に拡げていくことで,各自の考えを深めさすのである。

この学習で,ま たひとつ悪者になり切れないオニに議会うことによって,子どもた

ちの持つ「おに像」がますます広がり, これがまた次の読書へのステップとなること

を期待 している。

(3≫ 学習過程

指 導 上 鍮 留

1.本時のめあてを話 し合しヽ景学習場

面 4 を読む

○前時の学習を想趨 し,本時のめあ

てをたしかめる

・オニがおとうに手紙を書く

03め場画を中心に, となりと話し合っ

たことをもとに,るんなで確かめる。

◎場画の様子を思ひ浮か代ながら,読ま

せる。 く一斉読み)

|ォ三からとどぃた手紙を読んだおとうの気持ちを考える。

O本時の場繭 4 を講む

児 童 の 活 動



2。 オニの手紙⑫,お もしろいところ

を話し合う       ~
・早くつれに来てくれ

。助けてくれ

・夜もねられないので頭がおかし

くなりそうだ   。

。この手紙も, ソメコとかくれん

ぼしなから書いている

。ソメコをつれて帰ってくれたら

金のたわら一ぴょう,馬につん

でやる

3.手紙を読んだ,おとうの気持ちに

ついて考える

○グループで話し合う

◆ソメコは無事だ。よかった

◆ソメコにしつこく遊びをせがま

れ, オニ浄ヾかわいそう

○グループの話を出し合う

・ ソメコの言いなりになって,人
のけいオニだな

・金のたわら一ぴょう,オニから

もらうとは, ソメコもたいした

ものだ

4。 おとうの気持ちについて,自分の

考えを書きまとめる

○ますますはつきって,オニを相手に,

夜も昼も遊びをせがむソメコと,国 な

切もてしヽるオニの様子から, ソメロと

オニの立場がすっかり逆転しているこ

とに気づかせる。

○おもしらさがとらえにくいときは,さ

らわれたソメコと,さ らったォニのど

ちらが困っているかをたずね,逆転を

おさえる。

○ソメコのおとうへの要求だった「金の

たわら1びょうJが逆転てけLヽ ること

に気づかせる。

○おとう、になったつもりで考えさせる。

本文の「ソメコがいなくなって大さゎ

ぎしてもヽるときの家のようす」とつな

いで考えさせる。

○手紙を見て,お とうが思った言葉は書

しヽていないので,ひ とりひとり翁感じ

や思いを尊重しながら, 自由意こ講し合

わせたい。

○人の考えも取り入れさせながら,自分

の考えを,ワ ークシー トに書きまとめ

させる。

≪8)

全

全

優
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第 5学年 な土≪蚤番斗嚢葬雇野ま旨轟華察藁

平成 5年 2月 lo日 (水 )

指導者  小 野 宗 一

(尼崎市立上坂部小学校)

1 小単元  「住みよい環境を考える」 (大単元「見なおそうゎたしたちの国土」)

2 単元設定の理由

子どもたちは、これまでの食料生産 。工業生産などの学習で、生産にともなう開発と
自然破壊につしヽて応、れてしヽる。国土のようすの学習をする中で、公害問題については、
自分たちの身近に存在しており、子どもたちの関l慾事にしてきた。

本単元は、国主義自然をどのように守り育てていったらょいか、を考えさせることを
ねらひとしてしヽる。国主の自然鍮ようすを知り、自然が国民の生活にとってどのような

役割を果たしてしヽるかをとらえていく。これまで学習した産業で働く人々では、農林水
産業で働く人々の割合が低下してきていることを知った。このことが、それらの産業で
l・I、 資源の利用の仕方や働く人の減少など、困難な問題を多くかかえている。しかし、
人間の生活にとって、農林水産業は、衣食住を提供する重要な役割がある。子どもたち
にこれらの産業の基盤である資源としての自然をこの単元では見直させていきたい。
本単元‡ま、「環境の保全と資源の重要ll■についてJの関心を深めることにある。森林

は私たちの生活環境をよくするうえで、きゎめて重要である。森林の機能は、本材の生
産だけでなく、国土の保全、水資源の藩養、レクリエーションの場にもなるなどをあげ
ることがで・きる。公園の機本に限らず、子どもたちの目に応ヽれる森林の育成には、林業
に携わる人々の仕事の努力だけでなく、多くの国民の誨色中も り、協力がある。そうし
た森林のはたらきを総合的に理解させ、森林を通して国土の環境を見直させることが大
切である。

子どもたちの学習への参議ゃ個々の発言力をつけるために、学級では,関   (男女 6

人)を編成し、議し合ぃ活動を基本にした学習をすすめてぃる。バズ学習を通して自分
の考えを出し合い、集団のなかで深めていくことを期待している。まだまだ話し合いの

基本訓練をしながらの取り組みではあるが、ぉ互いに助け合い、学級全体の学習の現 甕
ができるようになってきた。また、自分の意見がみんなに認められることから、学習の

意欲も高められ、意見を出そうととする努ヵがみられるようになってきているこ



3目 標

(1)現在きまざまな環境破壊の問題が起きており、自然の環境を守碁ことlrl重要な問題
であることに気づく。

(2)森林資源は、木材生産だけでなく、国土保全や水源涵養、さらにレクリェーション
など国民生活に重要な役割を果たしてぃることを理解する。

綿)国土の環境を守るには、森林の健全な育成や保護が大切鶴 ることに気づく。

4 fF€Fi-E (7ffirfi)
ffi17k trtoHftE+a _.........-..

ffi 1E+ #ffiEHr LA+af.*p*/t
ffiz$ #tfra,l*el& ( i, L (#E+)

ffi 3 r+ *Hr*u,*H L < ;, L
H4ffi Hft& < bLafi,zj'*tD

4時間

第 2次 地球の環境を考える

第 3次 かけがぇのない地球
2時間

1時間

5 本時の学習 (第 1次 第 2時 )

(1)目 標

わが国は、森林に恵まれており、森林は、本材資源としてだけでなく、国土の保全
や国民生活にとっても環境自然として重要であることに気づく。

(2)構 想

○ 前時は、子どもたちは、秋田すぎを育てる人々のェ夫や努力を通して、本材資源
としての森林と、むかしから人々が森林を大切に育ててきたことを学んだ。
本時は、森林を木材資源としてだけでなく、森林が大切な保安・防災といった国

上の保全と、人々の保養・健康に役立ってぃる資源としての見方を広げる学習であ
る。

0 子どもたちは、国土の利用の資料を見て、その資料から森林が多いことを読みと
り、前時の森林を育てる人々の仕事と、大切に守られたこととっなぐであろう。
そこで、わが国の本材消費のグラフを黒せる。子どもたちに輸入材が増えている

g/‐Dに、国産材が減ってぃることを読みとり、なぜ国産材を増やせなぃのか、疑間に
思うであろう。このことをグループで話し合わせことにより、森林が本材生産以外
に役立ってけることを見っけてぃくものと思う。また、絵などを手がかりにして森
林のはたらきについてまとめさせ、資源として森林の購 を広斃 せてぃきた等、。

(3≫



綿)学習過程

児 童 の 活 動 指 導 上 の 留 意 点

1.わが国の土地flj用のグラフを見

て、話し合う

・森林が多い

Llj地が多い

本材の生産に

。農地が少ない

・ 住宅地が少ない

2.わが国の本材生産と輸入の割合

の資料を見て、話し合う

1`木材はふえている

。輸入材がふえている

。国産材がへって Lヽる

。国産材をふやせな秒のか

1国内の森林は、本材の生産のた :

|めだけであろぅか。      :
:         .             :

3。 わが藝の森林は,本材生産のは

かにも、しヽろいる役立っている道

とを考える

全

全

Ｈ
ＩＩ
目
――
覆
日
「
Ｉ
二

○前時の秋懸すぎを育てる人々の苦労にふ

れ、土地利用のグラフを提示する。

土地の利用にふれ、なかでも比重の大

きい森林に焦点をしぽり、森林の生産に

ついて出させる。

○木材の生産に着圏させ、わが国の本材消

費の資料を見溝る。

子どもたちは、わが国:ま、森林が多い

にもかかわらず輸入材が多いことに気づ

き、なぜ国産材が増やせないのか、疑問

に思うだろう。

○国内の森林を切って国産材を増やせない

かたずね、森林が本材生産のためだけで

ないことにつなぐ。輸入先の国々につい

ては深入りせず、次単元の地球の環境で

扱う。

◎グループで、国産材巻増やせないわけを

講じ合わせ、わが国の森林 :ま、本材生産

めばかξこ亀大切なはたらきがあることを

みつけさせる鬱



児 童 の 活 動 指 導 上 の 留 意 点

0本材⑫生産

0紙を作る

。空気をきれいにする

。水をたくわえる

・土砂くずれを誌ぐ

・ こう水、災害を鋳ぐ

。動物のすみかに

・健康のために

。騒音を防ぐ

○根と土壌を示した絵を見て、自

分たちがみつけた末森林のはた

らきを確かめる

4.森林 :ま はたらきについて、話し

俊藁 、ヽまとめる

。木材生産

・健康、保養

。国上の保全 (災害を防ぐ)

Å費にとって大切

○グループで考えた通とを,カ ードに書か

せ黒板に懲らせて発表させる。あとの森

林の働きをまとめやすくするためである。

○本の絵を見て、子どもたちが考えた森棒

玲はたもきを確かめさせ、新たに気づしヽ

た色のがあれば出させる機

1 森林鍛はたらきについて、考えたもの

をまと機させ、森林が自分たちのくらし

よ環境に大きく役立ってしヽることに気づ

かせ、次時の水資源に準なぐ。

全

全

(10≫



2.

第 6学年 国 議辞春斗篭窯理彗斎鱈鐸蒙郵藁

平成 じ年 2月 10日 (水〕

指導者 坂 部 由里子

(尼崎市立大轟壇ヽ学校)

1.題材   「きつねの窓』 く「新坂国語J六年下・教育出坂)

題材設定の理由

物語,「 きつなの窓Jは ,幻想物語である。この作品の魅力は,何と言っても文章

表現の美しさであろう。色彩のメルヘンとも言える,青い色を主調とした幻想的なイ

メージの美しさ,倒置法を多 く用いた個性的な文体,比喩を使った巧みな情景描写 ,

「。・ 。のです。』「・・ eのでした。」のような語りの文体など,言語感覚にかか

わる部分が随所に見られる優れた作品である。このような作品は,イ メージ豊かに読

ませることができ,美しい日本語を味読させるのに好適な題材であると思う。

内容的には,孤独な語り手 「:ぎ くJが,同 じく独りばっちの子ぎつねとの触れ会い

の中で変容してひく姿が描かれている。子ぎつねが,き きょうの花のしるで,青く染

めてくれた指で作った窓 :ま, Fぼ くJの懐かしひ過去のひとときをかい問見せてくれ

る。しかし,小屋に帰り,し つヽもの習慣でつしヽ手を洗ったことで,夢へのかけ橋を失

ってしまう。

子どもたちは,語り手「ぼく」と子ぎつねとの触れ合いに心を温めたり,不思議な

窓へのあこがれに胸をふくらませたりする。そして,最後に現れる夢と現実の悲しヽゝ

断絶に,施をつまらせながあ読みひたることであろ巻。私たちが失ってはならない,

人間鍛優れさを求めて生き続けようとする議り手「ぱくJの姿を,子どもたちに,共
感をもって読みとらせたい。

本学級の子どもたちは,物語教材では,端面の情景十人物の心情を読み深めていく

のに興味をもっている。しか し,みんなの前で自分の思いを発表するのは苦手な子が

多 く,発表者 t‐限‐られる。そこで,授業でξが ズ学奮誕 蠅して,少人数の中で自分

の思いを発表する場轟や,友だちの意見もよく蘭かせる場面を重視 してきた。このこ

とにより,お互聰ヽに認め合もヽ,高めていこうとす鶴態度や意欲が感 じられるようにな

って'き ている。

自 標

③子どつねむ翁交流磯中で,移り変わ争でもヽく「ぼく』鍮心の変化を読みとり,自分

なりの感態を建つ通とができる。

OIツ シンタジックな作轟のまきにRづき,選んでイメTジ豊かな文芸作品を読もうと

‐すほ意数を亀つ③

3.



4。 指導計画 〔金 12時間)

第 1次 あらすじをつかみ,学習計画をたてる。 。0000。 00,肇 。°°3時間
第 1時 範読を聞き,初発の感想を書 く。

第 2時 新出漢字・難語句を調べる。

第 3時 通読し,学習課題をつくる。

第 2次 学習課題にしたがって,ぼ くと予ぎつね的気持ちを読準とる。・・ 07時間
第 1時 いうもの山で道に迷ったときのぼくの気持ち

第 2時 白ぎつねを追うぼくの気持ち

第 3時 だまされたふりをしているぼくの気持ち

第 4時  「指を染めよう」と言った子ぎつなと,

「そんな窓がほしいなあ」と言ったぽくの気持ち  
…

1

第 5時 鉄ぼうをほしがった子ぎつねと,                        
Ⅲ

鉄ぼうをやったとき鍮ぼくの気持ち 〔本時)

第 疹時 ききょう色のすてきな指をもったぼくの気持ち

第 7時 いっもの習慣で,う っかり手を淀ってしまったぼくの気持ち

第 3次 学習翁まとめと感想文を書く・ e。 。00・・・ 。●0。 。00● e2時間
表現読みをし,ま とめの感想文を書 く

5,本時の学習 〔第 2次・第 5時 )

(1)轟標

鉄ぼうをξ嚢じがる子ぎつねに, Fょ ぅし,ゃろう。」と気前ょく鉄ぼうをゃったぽ       :
くの安誠寺ちを読みとる。

(2)構想 ｀
:‐ ti:

前時P子どもたちは,「ぼくも,そんな窓がほしいなら。」と,子どものような声       |:
をあげた主人公と,「ぼく」の指を染めてあげたしヽ気持ちになっている予ぎつれとの       |
関係を読みとっている。

本時は,きっわが,主人公のぼくの指を,染あると通ろから始まる。内容は,         I・
9きつねがぼくの指を染めること,

◎染めて亀らった指でぼくは窓をつくって見ること,                    ~:
0きつねがぼくに「鉄ぽう」を求める,と しヽう内容を扱う。                   1
子どもたちは,きっねの染め方がでいわしヽなこと,染めてらもった指でっくった窓      ・

ですばらししヽ過去との出会いをしたことなど,内容的にとらえゃすもヽと思われる。し
かし,お礼に『鉄ぼう」を求められて驚く主人公が,気前よくや疹うなしヽう気持ちに       '
なることについて,子どもたちは,すξずらしもヽ権の窓に比べ辱と鉄ぽぅo饉打夢ξま少
ない,と考える■のと思われる。 (li≫



通こで,「なぜきつわが鉄ぼうが欲しもヽと言った器かJその音爵を考えさ普る③番

のことで,鉄ぼうに対する子ぎつわの気持ちが務かって,I分鍛大切な鉄どうを無欝

よくやろうと決心す馨ぼくの気持ちを,一段と深いとこ拳菅読みとるのではなかろう

か。登場人物の心の動き,気持ちの変化をグループで話し合わせることにより,心の

申の広がりをさまざまな角度で考えさせ 書気づわせたもヽと考えてしヽる。

(3≫ 学習遇程

児 童 鍛 活 動 指 導 上 の 留 意 点

1.学習場面を読み,本時のめあてを

話し合う

○学習場面を読む

③本時鍛めあてを話し合う

○前時翁終末を議し合わせる。 :ぎ くがほ

しいと思った窓はどうなるかという意

識で,指名読みをさける。

→『ようし,やろう。』

鉛気持ちの変化を読みと

〇誠実なきつね備ようすを,文脈にそっ

ておさえる。

○期待と不安の入り交じったようすを読

みとらせる。

2,場画の変化にともなうぼくの行動

と,心の動き。気持ちを考える

o染あているきつね鍮ようす

。たっぶりと青い水

。つっくり,て もヽねしヽに

○染めてもらった指を,おそるおそ

るのぞくぼくの気持ちを話し合う

0施をときめかせて

。おそるおとる

参「やあ,あ⑫子じゃないか ]J

おどり上がりました。

0「やあpすてきなことだね。J

「鉄ぼう?そ りゃちょっと・ 00奉 。』

気前よく,鉄ぼうをきつねにやったぱく

る。

個

グ



鬼 童 の 活 動 指 導 止 鍮 留 意 点

○指でつくった窓をのぞいたばくの

気持ちを考える

幸総ネ担を1ま らおうと思って,ポケ

ットをまさぐる

0「品物なら,なんでもやるよ。

3,きつわが,お礼に鉄ぼうを iま しが

るわけと,気持ちよくやったばくの

気持ちを読みとる

0きつねが,お礼に鉄ぽうをほしが

るかけを話し合う

。母親が撃たれた

0自分にとっても危険だ

Φ気前よく鉄ぽうをやるわけを考え

ワーークシートに書く

・鉄どうより指のほうがすばらし

鼈ゝ

。かけがえのないなつかしもヽ場面

が見られる

4。 すできな指をもらったぼくのその

後にふれ,次時へつなぐ

燿

グ

個

全

0「ああすできなことだね。Jと言って

お率≧をしようとおもったばく鍮心の交

化をたどらせたい。

○「品物なら,なんでもやるよ。J

と言ったばく鹸言葉に

「そんなら,鉄ぽうをくださぃ。」

と即答したきつねの気持ち
｀
を考えさせ

る。

0「鉄ぼう?それゃちょっと・・ 0。 」

の「?Jを 。・ 場の中味について考え

させる。           :
◎鉄砲は,猟師のぼくにとって大切な生

活手段の一つである通とをおさえたい

○たった今,手に入れた「すてきな窓J

の中味を考えさせたい。

○「ようしやろう。J迷いの気持ちがふ

っきれた決心の言葉であることをおえ

る。

0次時は,現実とファンタジーの世界の

接点を失うことになるぼくわ気持ちを

予測させる。

≪12)



第 2学年 な量づ菱孝斗宅許雇響身旨羹蒙籍運

平成 5年 2月 10爾水曜日

2校時 2年 1組

指導者 大 西 宏 道

範 崎市立大庄東中報

l 単元  「近代国家へのあゆみ」

2 単元設定の理由

生徒たちは21世紀の日本を担うという重大な使命を与えられている。 1年生の地理

の学習において,現在の国内産業の状況・ 世界の各地域とのつながり,わが国の国際的

地位などを学んできた。 2年生の歴史の学習では争私たちの祖先舟tどのようにして今

日の日本を作り上げてきたか∫また,世界の歴史の流れの中で日本のリーダーたちはど

のような舵取をしてきたかなどを学んでいる。

現在 世界の申で日本が果たすべき役割は「重要なものとなっている。江戸時代の長

、い鎖国から解き放たれ,世界の荒波へ漕鑢 していった当時の国本の動きを学ぶことに

よっ罵 その重要性を見直すこと|ま大切なことである。また,そのこと力ヽ 生徒たちの

将来にも関係してくることを理解させる必要がある。

社会の学習は,どうしても知識E13心の勉強と思われがちで, このため,授業の形態も,

教師から生徒、の一方通行的な指導に陥りゃすい。

社会科には本来

(1)種々の要素をパズルのように組み合わせていく。

(2)与えられた状況から雛 1ヽ説のように推理する。

(3)いつも「なぜ?菫 という疑間を持つ。

というような思考力や想像力の豊かさ海t必要なめである。

上記のような内容のあるものにするためには,生徒力鸞 的な活動をする場面がいる。

1年生の地理の学習では, 5～ 6つの理を編成し,各々の班で世界の各地域の特色を

まとめさ辻,模造紙に書かせて発表させる方法をとった。1各 .自 が調べた資料をまとめる

作業を通して,生徒たちは意欲的|こ学習に取り組む姿勢を見せた。しかし,反面:作業

に時間を費やし,学習進度カザ 少遅れる星いう欠点亀なった。

2年生砕歴史で173,歴史を∫|:鍛ように数 じ?発震:じで流れているものととらえてしヽ

る。その流れをしっかりつかむこと港洋 習鍛ガイントとなってくる。しかし,地理のよ



うな作業|ま』取り入れにくい面があるので, 2年生では,人物や事件に焦点を当ζ 班
の中で資料をもとに話し合い,歴史的主題をっかま管る作業を行っている。その中に,

自分なりの時代観をつくる力を身につけさせたいと考ぇている。

3 目標

(1)開国前後の倒幕運動の高まりから,明治政府の成立までの指導乱 民衆の動きを
理解する。

(2)幕府力t外圧によって開国する過程を欧米列強のねらいをか≒めて理解するo

(3)明治新政府の方針を,各政策やそれに対する民衆の動きから理解晋る。
(4)大日本帝国憲法制定の動きを, 自由民権運動や政府の対応などと関連させで理解
する。

豊 指導計画 (11時間)

第 1次 江戸幕府倒れる       (3時 間)

第 1時 間国と不平等条約 (本時)

第 2時 間国の影響と尊王攘夷運動

第 3時 世直じと幕府の崩壊

第 2次 明治維新

第 3次 国会開設へのあゆみ

(5時麗}

(3時間)

5 本時の学習 (第 1次 第 1時 )

(1》 轟標

黒麟来航に対する江戸幕府の対応 また,闘国へ違い込まれていった状況を理解
する攣

(2)藁奪薙雲

開国をめぐるァメリカの思義 江戸幕府の試亀を中心に開国の困難さを考察させる。
アメリカ大統領の量書を資料として,なぜ聞国することが幕府や当時の社会に大問題
であったoか,班単位で考えさきる。ctiの際:教科書の内容に通だわら式 できるだ
け生徒の自由な発想を弓:き 出すょぅに留意する。以上の観点から長い平和の眠りから
揺り起こされた当時の轟本国麟 動揺ぶりをっかませたい。

〔ま轟≫



(3)学習過程

学習活動 (生徒母活動) 形態 指導上の留意点

1。 日本をとりまく強国のようすを

思い出し,上記の本時のテーマを

つかみ,教科書を読む

2.資料集にのってヽヽるアメ撃鳶大

統領の親書を読ませで,アメリカ

の目的は,何か考えさせる

。友好や通繭が主なわらい

e石炭や食料の供給を求めて

・難破民鍮保護を求めて

'要求が違った先には爾本の種

民地化が待っている

斉

班

○主記のテーマを大きく板書し,最初に

印象づ17fさ せておく。

のアヘン戦争を思い出させ, 日本をとつ

まく世界1書発についておさえておく。

C睡緊壼:こ発表させて,ポイントを整理し

てつかませ感。掛け地図などを使って

輌 や時間的なものをはっきり理解さ

せるむ



3.アメリカの要求に対して,幕府 1班 |◎各班で自分たち力t幕購ならばど鍮ょ
がどのような対応をしたかを考え |  | ぅに対応するかを発表さ管儀。
る              |  | =鎖 理を守るためにはc

・鎖国を守る通とに近だゎらない場合
・うろたえる

        |  |  はぃろいうな内容の意見が出はよう

4.幕府の最終的な決断はどうした 1斉 |○歴史的事実を簡単に説明し,開国がど

・幕府だけで対応できず 大塩 |  |  に留意す為。
から庶民にいたるまで意見を

求める

のか説甕する
      | | のような変化を国内にもたらしたかを

考えることが次国のテーマであること
○これに対する武士,庶民の対応 |   | を予告手る。

辟赳雖難   : i
:画米修好通商条約

・尊亜攘夷論
薔安政の大獄

○数の時間への課題

(14)



第2学年 燿蒙書源罐許雇野ま1旨羹藝葬鐘

平成 5年 2魔 10日水曜翼

2校時 2年 2組

指導者 大 龍 雅 子

掘 崎蒲立大庄東中学校)

1.主題  「思春難の心ゴ

2.主題設定の理由

近年,多 くの間違った性に関する情報が氾濫しているなかで,体の著しい変化と心のバ

ランスがうまくとれず:戸惑い,悩んでいる生徒に出会うことが多い。このような背景か

ら,本校では「思春期教育Jと して,人間の生き方やJかのあり方に重点をおく性教育を,

道徳や保健体育 。理科など各教科で多方面から進荻 いる。

1年壷では「男女の体と心の違い」,「男女総協力塵などについて学習しており,男女

の発達の議 精神画の違いなどを知り,互 しヽに協力する通との必要性や楽しさなどを実感

する場を設けできた。

中学 2年という年齢は, 自我|こ菫覚め,体に現われてくる大人への変化を少しずつ意識

し始める時期であり,生徒は感情面や行動面で不安定になりやすじ、 このような生徒たち

に,憩春期の心と体を正しく見つめさ構ることにより, 通の時期をスムースに過ごせるⅨ

しい認識をもたせたい。

昨年度より,生活理を中心にいろいろな活動は行っていた漁蔦 バズを意識して取り入れ

た学習|ま,本年度の2学期より始めたばかりである。バズ学習を道徳や学級活動・教科の

学習に取り入れることにより,学級内での人間関係寿螺 まり,互いに認められているとい

う気持ちから,一人ひとりが意欲を持った学校生活を送れるようになってきている。また,

バズ学習を取り入れた通とで,男女の協力や思いやりの心力清 っているようである。バズ

学習を行なうこと力ヽ 思春難教育につながっていると考える。

学級の生徒は,全員が課外クラプに所属して移悉。現轟 生徒たちは勉強とクラブ活動

に打ち込み,明るく健康的な学校生活を送っている。こ1のように忙しい毎日を過ごしてもヽ

る生徒たちではあ轟鳶ヽ 速、と立場止まって自分を見つ|めたときに戸惑うことのないよう,

これからぶつかるかも知れな移課題1を ,I・自分で解決てきる力をつけさせたし、



3.目標

。自我鋤圏覚めと,変化している心の動きを見つめる。
・中学壺の時期は性ゃ異性への間かが高まることを知る。
・感1青的な動揺をコント鸞―ルしながら生活することの大切さを考える。

4.指導計画 (3時間)

第 1時 自分の心を見Qめ,心の中にある異性への関心について議じ合う。

第2時 心の中が変わってきたのiま なぜかを考え,男女の心の動きについて議し合う。

(本時)

第 3時 Jかの動揺をコント鸞―ルし, 自分らしくょり良く生きることにつ穆で考ぇる。

5.本時の学習

(1)霧標

理性と欲望の葛藤を取り上げた場面につぃて,男女の心の動量をグループで議し合
わせることにより,人間の心の中に対立する理性と欲望としヽう気持ちがあることを気
づかせる。

(2)義義亮員

生徒たちは,前時に翼性への興味について資料を読んで考え,男女の性に対すほ考     ―

え方や行動面での違いに気づぃた。本時は資料について,第二者として考えるのでは     ,,
なく,さ らに発展させて深く考えさせる。ここでは,理性と欲望の葛藤を取り上lプた     

。

場面設定をして,男女の心の動きやそれを取り巻く人たちの気持ちについで小集国で

話し合いをさせ,話 し合った内容を発表させる。生徒たちにとっては,現実にはあり
得ないことだヵ、 真fllに設定場面をとらえる通とができるように「もじ同級生が妊振     :
したもJと いう想定のもとで話し合いをさ替る。設定された場面に登場する人物にな
つたつもりで,気持ちを考えながら進めさせるQ                     ==:I

t,・  II.:::

グループで話し合うことでf■_人の考えを知り,さ らに自分の思いと合わせて考えを     ・ ||
まとめ,グループの話し合いで各自の考えを作りあげた時点で全体で轟じ合か管る。      ■1

他の班の発表を聞くことで, 自分でも気づかなかった心の動きを見つけることができ       :
ると考えて移る。

≪lБ ≫



(3)学習遇継

学習活動 (生徒命活動) 形態 指導上の饗慧点

1.調時に考えた「ある臨のでき

ごと」についでの感想を発表す

る

。人物は好きだ燿晋詈動は嫌い

・相手の気持ちを考えて行動

してはしい

など

2.脳の中 фかの中)鍛 しくみに

ついて説明を聞き,設定された

場面について考える

○選通の中母しくみの説明を聞く

。たくましく生きていくため

の本能の働まと,ょ りよく

生きようとする前頭業の働

き (理
ι駐)滑 申ヾ学時代にあ

ざましく発達する

斉

斉

|

○前時に各班毎にまとめさせた内容を

発表させ,本時の課題につなぐ。

・体の変化だけでなく,心の中も変

わってきていることを明らかにさ

せる。

〇自分のJいの中にある異性への関心や

男女の性に対する考え方の違いに気

づかせ,戸惑っている生徒にさらに

深く考えさ世たい。

●心命中力変 わってきたのは,脳の成

長の過程である通とを確認しておく

。理性と本能としヽう対立する気持ち

持ち 心の中に基るから葛藤島注 ま

れる通とを理解させる。

・理性と本能をま,申学生時代に著し

く発達することをわからせる。



Otし も,同級生が妊娠したら

という設定場面について,登

場人物の誰になるかを決め,

場面の展開を話し合う

3.班で考えた場面の展開につしヽ

で発表する。

'女の子:ま相手の男の子に櫂

談するが自分たちではどぅ

してよいかわからない

。友だち鍾相談する

。親に相談する

。先生に相談する

4.護 じ会いや発表を通して,気
づいたことをまとめる。

・申学生まこ子どもができても

養っていけない

。友だち:こ相談しても解決で

きないcそ ぅいぅ場合:ま親

に相談しようと思う

:責任も取れないような人が

大人の真似をして1まいけな

しl

○轟じ合いや発表を通して自分の考え

をまとめ,自分でも気づかなかった

心峨動きを見つけさせる。

・場画設定は理性と本籠o葛藤を取

り扱ったものにする。

・登場人物になりきって,その心の

動きを深く考ぇさ普る。

○他の班の発表を聞いて, 自分たちの

理の議し合いでは異ゾかなか惨た心

の動きを見つけさせる。

・発表の時は言葉だけでなく,でき

るだけ体全体で表現させ懸ょぅ|こ

留意す櫂。

0聞いて穆る生徒は傍観者として聞

くのではなく,その場面にいるっ

もりで開かせる。

○班ての話し合いや発表翁場で考ぇて

きたことを振り返らせることにより

自分自身の気持ちを整理さ音る。
。人を憲為ゝやり、自分の11動に責fI

が持てるような子どもに育てられ

たらと思う。

・簡単にまとめさせ,次時につなぐ

(16)

班

(斉 )



ノヾズ 学 習 を 生 か す た め 修准 ξま

尾崎市立武庫南小学校 細∫|1洋子

1。 育てたしヽ子ども像

協力 し合うことにより、友達のよいところが見っけられ、互もヽに高め合 うことので

きる子どもをめざして、バズ学習に取り組んでいる。

2.バズ学習との関わり

「バズ学習Jの指導をやっているといぅ意識はなかったが、ずぃぶん前から小集団
による指導 〔特に仲間作りをあざして)に取り組んでいた。集国が高まれば個が高ま

る、しかし、一人で自分を高めるのはむずかしい、大きな集国の中では個が埋没して
: なおさらむずかしもヽ。それで、小集団 〔班)を編成 して小集国の中なら、個が出し合

え、互勢に協力 し合って憾を高め合っていけるのではなヽヽかと考えて指導 してきた。・

はからずも、それが 3年前から尼崎で「個を生かす指導法研究会Jで研究 してもヽ4
「バズ学習」のねらいと同じであったので、勉強させてもらわ通ことなった。

3.指導の実際

○グループ編成につしヽて

。1年生では2人バズから始める。慣れてきたら4人バズの方が広がりがあってよ

しヽ .

・グルTプ内は異質、グループ間は等質がよい。

・時期 ⑩ 一ヶ月に1回 ⑫ 二ヶ月に1回  ③ l学期間に2回 ④日番がひ

ち とまわりしてから編成するtな どの方法がある。
・方法 0・ くじびきで決める。

O教 師が意図をもって編成する。

③ 2人グループを子どもどうしでつくり、教師がそれらの2つ を等質に

なるように組む。

※他のグループのよさを認め合うグループ作りが大事である。

O議 し合いの進め方

・お客さんを作らな場ヽように一人一人に発言させ、活動させる。
・一人一人を鍛えるために役割を分担させる。 (全員 リーダー制)

・無理 :こ グルTプの意見をまとめる必要 l・Aな しヽ。

のパズを使う時

。
課題が|ま っきりしていると轟

。いるいうな考えが出せるとき



・ ドブル学習をしあうとき

'協力 して作業するとき

O具体的な学習場面の中で

。国語一課題作り、深め読み、ノ
fヽ見饉じ作 りなどする時

・算数一九九の練習で互いに聞き舎り、合格印をカー ドにっける時
な      どうやれば問題や計算が早 くやれるか、輸ヽろぃろな方法を考え合う時

も生活―町探検 グループごとに課題を決めて町探検 し、まとめる時

秋祭り 店を出すために、材料やォ法などを考え合い、協力して作業を
すすめる時                        F

。音楽―楽器の練習で互いに聞き合もヽ教え合う時         :
「むしのこえ」で打楽器をどのよう

1こ
使暴ばよし`か考え、話し合って練習    ・

する時

・体育―基本の運動では、グループごとに練習して、1ょ ぃところを見つけ合ったり
教え合ったりする時

なわとびでは組み合わせて自分たちだけのとびかたを考え合ぅ、1

ゲームでは、作戦を考え合う時
・学級活動―学級行事でグループの出し物 (歌、ベープサー ト、合奏、タィズ等 )

を考え合い練習し、発表する時

4.反省と今後の課題                          :       
″

①グループ内で聞いてもらっているので、みんなの前でも自信をもって発表するよう
になった。

②同じグループになると、その友達のよさがわかるためか、帰宅後もいっ‐しょに遊ぶ
ようになったり、次もいっしょのグループになりたいといぅ声をよく聞く。

③自分の作業が終わった時、「次は何をするの」と言ってぃたのが、友達の方に目が、
いき、手伝ったり、見まもったりすることができるようになった。

④全員 リーダーホ1で 自党を促すようにしてしヽるが、できる友達に安易に頼ったり、 リ
ーダー|こ 任せてしまう児童もいる。

⑤ リーダー的な児童がいないグループでは、話 し合いや作業などで、ふざけたり、選
びになってしまったりで、国った。グループ編成の大切さがゎかった。

≪17):



☆価を弓:き 出し、「 育で―高め―広げる」バズ学習

罵崎市国秘理L理 学ヽ校 市来初義

1.育てたしヽ子ども像

本学級の児童は 4月 当初、自分の考えが しっかり持てず、一斉授業の中で挙手す

る児童が少ない現状であった。そこで、何 とかしなければと怪んでいた時、出会つ

たのがバズ学習である。

バズ学習の手法を取 り入れることにより、一人ひとりのよさを弓|き 出し、主体的

に課題を見つ lナ 、自分の考えを議し合い、集回のなかで深め、お互いに高め合い、

広げることのできる子どもをめざしてバズ学習に取 り組んでいる。

2.す人ひとりを生かすバズ学習

教師主導め一斉授業形態か ら児童中心の授業形態への改造、つまり、バズ学習を

取り入れることにより、次のような期待を している。

(1)一人ひとりの子どもを学習に参加させることができる鍛ではないか。

.(2)子 ども聞鍮相互作inを 生み出す通とができるのではなも`か。

(3)バ ズ学習を生かすことにより学習を維率イLす ることができる鍛ではないか。

(4)学級集団の質を高めることができる鍮ではなわか。

3。 指導の実際

◇グループ編成とバズ活動

。当初 6入 グループで出発したがクラスの実態からかあ4入 グループ (男子 2

人、女子 2人》争編成がえする。            曇別紙資料 2

・ グループ編成 :こ あた名では希望調査を実施し、児童の長所 Cよ さ)が生かせ

るグループ (銅、得意な教科、好きな教科、したしヽ係、忘れ物、スポーツ、

信頼度等≫にする。

・全員班長、全員りTダ ー制とし、一人ひとりを鍛え、枠ぼすために役割分担

をさ彗る。

・斑長、各リーダーのリーダーシップのもとにバズ学習をすすめている。

藝他母グループとの機ゆつながりを大切にするための班長会議を実施する。

藝毎時間「 のぴゆく33』 の記録巻授業終了時の 3分前に書かせることにより

本時の原省及び数時とのジヨイントに設立てる。     毯Bll紙資料 1

0教科、撮際、給食、遠屋、自然学校、体弯のチーム等、生活丸ごとのなかで

活動させ、お互し`の人間関馨巻原めてし`る。

・バズコーナーをつくり、プリントや参考書、 ドリル間轟、マジック等が自由

にっかえるように工夫している。            §別紙資料 3



4.バズ学習を生かす授業

《課題 → バズ学習 → 一斉学習 → 確鑢学習  → ジョイント学習》

◇例、算数科「文章題 J

l.課題については児童が興味・ 関心を持ち、「 アッJと心を弓|き つける問題

を提示する。・・・・・ e e e● ●●●o● ・・・・・ O o O o《 一斉》

2.課題解決に当たっては、まず一人ひとりが自分の力で具体物や半具体物を

使い、操作活動を通す中で解決方法を見つける。 ・・・・ G o《個人》

3.一人ひとりの考えをバズ学習で練 り上げ、理としての解決方法を持たせる。 :

☆  ・・ 00《 バズ学習》

4.班 としての考え方を全体へ発表 し、話し合聰ヽ、よりよしヽ解決方法を見つけ

る。 ・・・・・・・・・ 。・ 00。 ・ 。・・・ 00● ■『・・ 《全体》

5。 自分の考え方 と全体の考え方を比較 し、自分なりの解決方法をまとめる。

o● e c o● 《個人≫

6.考 え方があいまいな所、 もっと勉強 してみたひこと等を整瑾 し、露鍾意識

(意欲・関心 )を 持たせる。 ・・・・・ °°°°e e● ●≪パズ学習》

5。 バズ学習による成果 (反省 )

・ 発言の回数が増え、学習への自信と目の輝きが見えてきてける。

e他のグループの意見にも興味、関心がでて、学習への取 り組ネが意欲飾になっ

てきてしヽる。

・ 資料集めに班合同で図書館、地区会館、本屋等へ行って聰れる。

・ 聞 く力、書 く力、話す力が身につきつつある。                |
鬱整理整幅についての意識が高まり、忘れ物が減ってきている。

・一人ひとりの所属感が育ち、撮除が じょうずになってきてしヽる。
。自熱学校で ザーダーを中心に協力 し、集合が早 くできた。

・ 班で協力した結果、運動会のリレー大会、金技幅携大会、 ドッジポール大会で

優勝 した。

6。 今後の課題

0バズ学習が生かせる教材の精選が必要である。
｀ 。バズ学習における学習訓練の在 り方をどうするか。

・ バズ学習における評価をどうすすめるか。

・ 教室環境づ くりとバズコーナーの工夫をどのようにするか。

・ バズ学習にお lナ る教師の位置 :ま どうあるべきか。

・ バズ学習と一斉学習とのかかわりをどうするか。

(18)
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雇崎市立爾翻東中学校   原国 政一

1 生徒への願い

クラスのお互いが助け合うことによって,わかる喜びを味わい,教えることによっ

て自分の理解度を深め,さ らに,一層の成長を遂げでくれる生徒に育つてほしい。

2 パズ学習との問わ り

現在中学校 2年生担当であるが,それ以外の学年においても過去の経験から授業を

受ける時点での理解にかなりの差があり,授業の 1時間が書痛の時間となっている生

徒もいて残念を思いをすることがあった。

救師が,授業で指導した後,生徒に時間を与えて問題を解かせている問,机間巡視
の中で質問に答えていると,時間切れで生徒の質問に全で答えきれないこともあった。
そのたびに,何かいい方法:まないものかと思案をしていた多年前の夏,名古屋のバズ

学習全国大会の案内が目に入り参加した。それ以来,集圏の申での個の高まりを目標
にバズ学習を勉強させてもらっている。

3 指導の実際

(1)グ ループ編成 ‐

9月初旬4ク テスを考れぞれ 9っの男女混合班:こ れける。

● 各自が一緒‡こ警つたしヽ人釣名前を黒板に書<方法  《lク ラス )

① 現在で理製幣をもとはして近くの者と下緒に嶺る方法 (2ク ラス )

0 教師が意図を持って編成する方法        (1ク ラス )

(2)活動績汎

授業の進度の関係もあり, 12麗 までに4回程度バズ的手法を取り入れた学習
を試みた。 (主に続習闘題や宿題⑮答え合わ簿をする時 )

1年入学以恭男女一結の行動をこ慣れていおかったため,当初,席を一緒にくっ
づけることさえできない状態で,指導者から見ふと教え合いも不十分であったが

画を重ね碁ごとをこスユーズ‡こ庸をくりっけることができるようになつた.

3学期以降積み菫れが非常ξ盛大切となる護騨間題に入るので,バズ的手法を大
絲に活用していへ予定である。



状況の考察

(1)座 席にっぃて
4①の方法は席が離れているので,ノ ズヾになるのに多少時間がか温 .

・②の方法は話しにくい雰囲気がある。
・eの方法はスムーズにいっている班がいくつか見られる。

(2)人 数について

1グループ 4・ 5人で 9グループ組んだが,班の中でリーダー不足が見られる
ので 6グループ程度の方がリーダー指導曇上でスムーズ

雫ぃくょぅに感じられ碁。
反面,グループめ人数が多くなつすぎで話し合しヽが不十分感なる点もある。

(S)時 間について

指導者・生徒とも慣れていないせぃもあり,授業寿一部をバズ的手法で進ぬよ
うと考えていたのが,ずるずる多く翁時間を鏡う星と範なって,そのしれ寄せと
して段々一斉授業のウェイトが多くな準できぬ。ノヾズでの時間載守の必要性を強
く意識し,たのでスト、ソプゥォ ァヽチの活用も考えてもゝる。

(4)グ ループ編成全般について

バズ学習を誰率よく進めるためにF班のメンパーの申に数学のよくれかってしヽ
る生徒を必ず入れて教師主導でグループを編成する必要を強<感 じ.ぬ。

(5)今 後の課題
(3学覇実施予定 )

。2学期の終わりに,3学期に向けて 2回目のァンヶ― 卜をとリグ/1/―プ編成を
考えたが,固定化してい<傾向があるので,議 とでも仲農 <プ ズヾ的手法を取 り
入れた学習ができるようになるために相当の調纏と努ヵが必要である。

・原員りとして,授業の一部でバズ的手法を取り/TRれることを考えているので,授
業の途中で班体形になったリー斉授業にもどすときのガタガタする音がまゎり
の教室に及ぼす影響が気になる。そのために,席が近レゝ通とが望ましいが,生
活班と数学の班のメンバーが一致していないため難しぃ爾がぁる。よたル班学
習をあまりしていない場合,授業時間内だけの指導起時間鋳な意味で限界がぁ
る。

・盆人以上の教師で同じ教科・学年を持った場合,バズ飾手法を用いた場合とそ
うでない場合で進度に差がでてくる町鑢性があるので,奪意義な時間を過ごす
ためにも,教材の精選,班編成等に考慮する必要がぁる。

〔會参》
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尾崎市立大庄北中学校

井 上 公 哉
1.地域 。生徒の実態

大庄北中学校は,尼崎市の中央部西寄りにあり,校区は住宅が密集する地域で,、 北部
にJR東海道本線が通っている。

地域には,工場や建設関係を申心とした現業に従事している人が多い。生徒の家庭状
況は,共稼ぎや片親,生活保護家庭の割合が市内でも高い地域で,教育的には恵まれた
環境とIま いえない。保護者の学校に対する期待は大きいが,過度勢要求は少なくやや依
存的なところが感じられる。それだけに,家庭での学習やしつけなど,わが子の対応の

.仕方に悩み 。戸惑っている家庭が多 くあるようだ。

生徒たち:ま,全般に性格的に1ま明るく,活発で人なつっこい。反面,け じめに欠け,

衝動的で持続力が乏しく,基本的な生活習慣の確立が重要な課題である。学力的には,

小学校の基礎学力を十分身につけずに進学してくる生徒も多く,数学では特にその差が
顕著である。また,学習習慣や意欲に乏しい生徒が多 く,学力の向上 。定着は本校の急
務となってしヽる。

2.バズ学習とのかかわり

本校では,昭和 62・ 63年の 2年間,地域改善対策翁一環として,文部省の研究指
定を受けた。その内容は,

「基本的人権鈴尊重を基調とした学習態度を育成 し,学力の向上を図る」である。研
究の取り組みの一方法として,金校でバズ学習に取り組み,上記の目標の達成を図ろう
とした。具体的な取り組みとしては,

9励まし磨き合うバズ学習

②理解を深めさせるための授業の立体化

③家庭学習痣もなぐ「主題とねらい」のある授業
の 3つ を掲げて臨んだ。

私自身は,研究発表年に転任して来て初めてバズ学習を知った。バズ学習の理論をあ
まり理解することなく, 日々の実践に取り組んだ記憶がある。研究発表後の平成元年,

岐阜県土岐市立泉中学校で,研修する機会をいただき,全校挙げてのバズ学習の成果を

目の当たりにして大いに感銘を受けた。しかし,残念なことに,その後本校では全校あ
げてのバズ学習の継続とはならず,先達者が個々に取 り組んでいるのが実情である。

3.終学活でのバズ学習のねらしヽ

私は,生徒と生徒が互いに助け合い 。支え合って活動する学級を作り上げていきたい

と考えてもヽる。そのためには,教師が生徒の背後にあって支え指導する,と きに:ま,生
徒と共に行動 して学級を盛り̂上げる。このような終学活での活動が,学習面や生活面に
まで展開できたら学級がよう生き生きとした集国になるとと思っている。



本校のような,教育環境の基盤の弱もヽ学校に通晉,助戦合い 。支え合う学級集圏め育
成が必要だと考え,終学活に学級運営の重点を置しヽたバズ学習翁溝層を実践してきた。

4.終学活におけるバズ学習の活用

現在本絞では,終学活に 15分の時間を配分 している。しかし,授業直後やクラプ鸞
動までの時間を正夫すれば,約 30分の時間翁確保が図られる。私仰学級では,その時
間を下のように活用している。また 1週間の終学活の計画 |ま,下鍮通りである。

話し合うテーマの具体例としては,

〔緊急を要する内容〕
・○○君が学校に来ないがどうしたらよいか。
多いじめにつながるような行為を感 じたんヾ,事実はどうか。

'掃除をさぼる人がいるがどうしたらよいか。などがありゝ
〔学級集団を高める活動〕
・ クラス●レクリェーションの計画をしよう。
。勉強会をしてはどうか。 ・朝テス トのまとめをする。
0授業を集中するにはどうしたらよいか。

・体育大会の選手推薦・応援の計画。など,学校行事への参加では際立った。

5,指導の効果と今後の課題

終学活へ鈴バズの効用は,学級成員にとって:ま ,

① l日 の学校生活の終わりを,落ち着いた雰囲気の中で終える。
②明日の連絡 (準備物・宿題など)が確実である。
③生徒ひとりひとりがじっくり観察でき,教師と生徒との信頼が深まる。
④生徒間の対話がふえ,学級がまとまる。

◎生徒相互の交流によって信頼感が増し,よ い学級の雰囲気ができる。
などがあげられる。問題点としては,

①時間の余裕が少なくなる。 (課外クラブの参加や帰宅時F88が気になる。)

②他学級生徒・クラブ生徒の羨望や苦情

③他学級担任, クラブ担任のバズ学習への無理解と非協力
があげられる。

全般に,バズ学習の効用はあるといえるが,金校的な取り組みがなければ,その効罵
は半減すると言えよう。私の実践は微々たるものでぁるが,今後協力者を得て,バズ学
習の効果を学級 。学校運営に生かされることを期待している。

(21)

〔終学活の流れ〕

⑪明日の行事・授業の連絡。・・ 5分

墓暮拡兵
理

020分

④教師によるまとめ・・・。・・ 3分
◎班ノートの提出 (終了後記録提出)

〔1週間の計画〕

金・ 。週の反省と次週のテーマ探り

土 。・班活動なし

月 。・テーマの申から

火・・テーマの中から

水 0・ 班活動なし

本・・必要緊急な話題を申心に


